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新
た
な
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
本

年
が
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
心
よ
り

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
三
月
十
一
日
に
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曾
有

の
大
災
害
に
見
舞
わ
れ
、
ま
た
秋
に
は
相
次
ぐ
大
型
台
風
に

襲
わ
れ
、
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。
あ
ら
た
め
て

哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
と
と
も
に
、
被
害
を
受
け
ら
れ
た
方
々

に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
甚
大
な
被
害
か
ら
の

復
興
に
向
け
、
私
学
振
興
の
立
場
か
ら
で
き
る
限
り
の
支
援

に
努
め
て
い
こ
う
と
、
決
意
を
新
た
に
し
て
お
り
ま
す
。

震
災
か
ら
の
復
興
等
へ
の
対
応
と
し
て
、
国
は
、
施
設
、

教
育
研
究
活
動
の
早
期
復
旧
、
被
災
学
生
等
の
就
学
機
会
確

保
の
た
め
の
支
援
、
施
設
の
耐
震
化
、
防
災
機
能
の
整
備
強

化
等
を
含
む
三
次
に
わ
た
る
補
正
予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

私
ど
も
私
学
事
業
団
は
、
助
成
業
務
で
は
、
補
正
予
算
で

措
置
さ
れ
た
私
立
学
校
教
育
研
究
活
動
復
旧
費
補
助
、
学
費

減
免
事
業
に
対
す
る
補
助
に
対
応
し
、
七
月
に
私
立
大
学
等

経
常
費
補
助
金
を
い
ち
早
く
交
付
し
ま
し
た
。

ま
た
、
被
災
さ
れ
た
私
立
学
校
の
早
期
の
復
旧
を
図
る
た

め
の
災
害
復
旧
事
業
及
び
当
面
の
経
営
資
金
へ
の
無
利
子
・

長
期
低
利
融
資
事
業
等
を
目
的
と
し
て
、
総
額
で
二
八
二
億

円
の
政
府
出
資
金
が
本
事
業
団
に
措
置
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
を
受
け
融
資
事
業
で
は
、
被
災
地
の
学
校
法
人
（
幼

稚
園
を
中
心
と
し
た
三
百
余
法
人
）
を
私
ど
も
の
職
員
が
現

地
訪
問
し
、
被
害
状
況
等
を
正
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
各
法

人
の
要
請
に
順
次
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

補
正
予
算
措
置
以
外
の
震
災
対
応
と
し
て
は
、
被
災
さ
れ

た
学
校
に
対
す
る
経
営
相
談
体
制
を
強
化
し
た
ほ
か
、
被
災

さ
れ
た
学
校
法
人
の
ニ
ー
ズ
と
そ
れ
を
支
援
し
よ
う
と
す
る

個
人
・
企
業
及
び
学
校
法
人
等
の
意
見
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
図

る
た
め
、「
私
学
支
援
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
を
新
た
に
設
け

る
な
ど
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

一
方
、
共
済
業
務
で
は
、
各
地
で
被
災
さ
れ
た
方
々
が
病

院
等
で
受
診
し
た
際
の
窓
口
負
担
を
免
除
す
る
と
と
も
に
、

給
与
の
支
払
い
に
著
し
い
支
障
が
生
じ
た
学
校
法
人
等
に
つ

い
て
は
、
掛
金
を
免
除
す
る
な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
災
害
見
舞
金
等
の
一
日
も
早
い
給
付
を

目
指
し
て
、
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
被
災
四
県
の
一
一
会

場
に
職
員
が
赴
き
、
六
六
三
件
、
約
五
億
二
千
万
円
の
現
地

審
査
・
給
付
決
定
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
震
災
対
応
以
外
の
事
業
と
し
て
、
助
成
業
務

で
は
昨
年
度
に
続
き
「
私
学
リ
ー
ダ
ー
ズ
セ
ミ
ナ
ー
」
を
一

二
一
法
人
の
参
加
を
得
て
、
全
国
五
会
場
で
六
回
開
催
し
ま

し
た
。
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
私
立
大
学
及
び
短
期
大
学
の
理
事

長
・
学
長
等
を
対
象
に
、
経
営
面
・
教
学
面
の
知
識
を
深
め
、

経
営
情
報
や
問
題
意
識
を
共
有
し
、
大
学
の
魅
力
向
上
の
た

め
の
改
革
に
向
け
た
意
思
形
成
を
図
る
こ
と
等
を
目
的
と
す

る
も
の
で
、
参
加
者
か
ら
は
、
昨
年
と
同
様
に
高
い
評
価
を

い
た
だ
き
、大
き
な
成
果
を
得
ら
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

昨
年
八
月
の
文
部
科
学
省
独
立
行
政
法
人
評
価
委
員
会
に

お
け
る
平
成
二
十
二
年
度
業
務
実
績
評
価
で
は
、
四
八
項
目

中
、
四
七
項
目
で
Ａ
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
際
に

い
た
だ
い
た
「
将
来
、
不
良
債
権
化
す
る
可
能
性
が
あ
る
債

務
を
有
す
る
法
人
に
対
し
て
経
営
改
善
指
導
を
行
う
な
ど
の

適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
」
な
ど
の
ご
意
見

を
踏
ま
え
、
今
後
も
私
学
振
興
に
資
す
る
た
め
各
業
務
の
改

善
・
充
実
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

共
済
業
務
に
お
い
て
は
、
各
会
館
（
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
）
の

共
済
業
務
課
を
拠
点
と
し
た
会
場
型
特
定
健
診
や
新
規
加
入

者
向
け
の
説
明
会
、
年
金
請
求
者
向
け
の
相
談
会
の
開
催
、

東
京
で
の
「
学
生
就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
の
開
設
な

ど
、加
入
者
サ
ー
ビ
ス
の
強
化・向
上
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

国
の
社
会
保
障
政
策
に
関
し
て
は
、昨
年
七
月
一
日
に「
社

会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
が
閣
議
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
中
で
示
さ
れ
た
医
療
・
介
護･

年
金
制
度
の
見
直
し
に

つ
い
て
は
、
関
連
法
案
が
本
年
の
国
会
へ
提
出
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
ま
す
。

な
か
で
も
、
被
用
者
年
金
の
一
元
化
は
、
私
学
共
済
制
度

に
と
っ
て
き
わ
め
て
重
要
な
問
題
で
あ
り
ま
す
。
今
後
、
私

学
関
係
諸
団
体
、
文
部
科
学
省
と
連
携
を
取
り
な
が
ら
適
切

に
対
応
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

東
北
が
生
ん
だ
著
名
な
詩
人
、
宮
沢
賢
治
の
詩
「
雨
ニ
モ

マ
ケ
ズ
」
の
一
節
に
こ
う
あ
り
ま
す
。

 「
東
ニ
病
気
ノ
コ
ド
モ
ア
レ
バ　

行
ツ
テ
看
病
シ
テ
ヤ
リ

西
ニ
ツ
カ
レ
タ
母
ア
レ
バ　

行
ツ
テ
ソ
ノ
稲
ノ
束
ヲ
負
ヒ

…
… 

サ
ウ
イ
フ
モ
ノ
ニ　

ワ
タ
シ
ハ
ナ
リ
タ
イ
」

過
去
の
幾
多
の
困
難
の
時
代
に
あ
っ
て
も
、
先
人
達
は
、

人
の
た
め
に
役
立
つ
人
間
に
な
り
た
い
と
い
う
心
を
抱
き
続

け
な
が
ら
、
助
け
合
い
と
い
う
人
と
人
と
の
絆
を
支
え
と
し

て
何
度
と
な
く
困
難
か
ら
立
ち
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

本
事
業
団
も
混
迷
す
る
苦
難
の
時
代
に
あ
っ
て
多
く
の
私

学
に
寄
り
添
う
存
在
で
あ
り
続
け
る
べ
く
、
助
成
、
共
済
の

両
業
務
を
通
じ
て
私
学
の
皆
様
の
ご
期
待
に
お
応
え
で
き
る

よ
う
、
役
職
員
一
同
そ
の
役
割
の
重
さ
を
肝
に
銘
じ
全
力
で

職
務
を
全
う
し
て
ま
い
り
ま
す
。本
年
も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、

ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

震
災
を
乗
り
越
え
て
さ
ら
な
る
私
学
の
振
興
を

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団　
　
　
　
　
　

理
事
長　
　

河　

田　

悌　

一

年

頭
所

感
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助
成
業
務

　

は 

じ 

め 

に

　

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
二
十

三
年
度
学
校
法
人
基
礎
調
査
か
ら
、
私
立
高

等
学
校
の
入
学
志
願
動
向
を
集
計
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
で
は
、
二
十
二
年
度
と
二
十
三
年
度

の
志
願
倍
率
（
志
願
者
数
／
入
学
定
員
）
や

入
学
定
員
充
足
率（
入
学
者
数
／
入
学
定
員
）

等
の
状
況
を
比
較
す
る
と
と
も
に
、
男
女
校

種
別
の
動
向
や
規
模
別
の
動
向
、
最
近
十
年

間
の
定
員
割
れ
状
況
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
通
信
教
育
と
学
生
募
集
を
停
止
し

た
高
等
学
校
は
除
い
て
い
ま
す
。

　

私
立
高
等
学
校
の
概
況（
表
１
）

　

二
十
三
年
度
の
集
計
学
校
数
は
一
、
二
七

七
校
で
、
前
年
度
よ
り
一
三
校
増
加
し
、
入

学
定
員
は
約
四
〇
万
九
、
〇
〇
〇
人
で
、
前

年
度
よ
り
一
四
三
人
増
加
し
ま
し
た
。

　

前
年
度
に
比
べ
て
志
願
者
数
が
約
二
万

人
、
受
験
者
数
が
約
二
万
三
、
〇
〇
〇
人
、

入
学
者
数
は
約
二
、
〇
〇
〇
人
減
少
し
ま
し

た
。

　

こ
の
結
果
、
入
学
定
員
充
足
率
は
八
二
・

一
一
％
で
、
前
年
度
に
比
べ
て
〇
・
五
八
ポ

イ
ン
ト
下
降
し
ま
し
た
。

■　

男
女
校
種
別
の
動
向（
表
２
）

　

二
十
三
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も

高
い
の
は
共
学
校
で
、
以
下
男
子
校
、
女
子

校
、
合
格
率
は
女
子
校
、
共
学
校
、
男
子
校
、

入
学
定
員
充
足
率
は
共
学
校
、
男
子
校
、
女

子
校
の
順
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
順
序
は
十

四
年
度
以
降
一
度
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
歩
留
率
は
女
子
校
、
男
子
校
、
共
学

表２　男女校種別の動向

男女校
種　別 年　度 集　計

学校数
入学定員

A
志願者

B
受験者

C
合格者

D
入学者

E
推薦者

F
志願倍率
B/A

受験率
C/B

合格率
D/C

歩留率
E/D

推薦割合
F/E

入学定員
充足率
E/A

男子校

校 人 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％ ％ ％
14年度 149 55,653 122,163 118,615 99,593 46,204 15,757 2.20 97.10 83.96 46.39 34.10 83.02
15年度 146 53,738 117,070 113,206 95,450 43,974 13,934 2.18 96.70 84.32 46.07 31.69 81.83
16年度 134 49,399 107,848 104,309 85,956 40,632 14,461 2.18 96.72 82.41 47.27 35.59 82.25
17年度 130 46,821 97,146 94,835 78,524 37,476 14,026 2.07 97.62 82.80 47.73 37.43 80.04
18年度 122 43,561 88,997 86,357 70,239 34,374 12,377 2.04 97.03 81.34 48.94 36.01 78.91
19年度 116 41,698 83,284 79,972 68,240 32,761 10,790 2.00 96.02 85.33 48.01 32.94 78.57
20年度 110 37,938 72,424 70,875 61,389 30,288 10,588 1.91 97.86 86.62 49.34 34.96 79.84
21年度 112 39,208 74,451 72,749 61,693 30,167 10,451 1.90 97.71 84.80 48.90 34.64 76.94
22年度 110 38,215 74,642 72,902 61,392 30,898 9,751 1.95 97.67 84.21 50.33 31.56 80.85
23年度 113 38,582 76,210 73,582 62,635 32,125 11,338 1.98 96.55 85.12 51.29 35.29 83.26

女子校

14年度 360 114,441 199,492 193,858 182,679 78,996 34,578 1.74 97.18 94.23 43.24 43.77 69.03
15年度 348 108,617 179,329 175,090 165,819 70,958 30,786 1.65 97.64 94.71 42.79 43.39 65.33
16年度 334 101,765 163,815 160,059 151,088 67,312 30,476 1.61 97.71 94.40 44.55 45.28 66.14
17年度 315 94,203 140,692 138,154 130,140 60,307 26,073 1.49 98.20 94.20 46.34 43.23 64.02
18年度 304 89,460 131,856 129,816 122,064 57,066 24,878 1.47 98.45 94.03 46.75 43.60 63.79
19年度 305 89,293 132,493 130,497 121,927 58,019 24,178 1.48 98.49 93.43 47.59 41.67 64.98
20年度 295 83,762 120,121 118,556 110,902 54,397 22,274 1.43 98.70 93.54 49.05 40.95 64.94
21年度 293 81,048 111,230 110,060 103,038 52,981 22,245 1.37 98.95 93.62 51.42 41.99 65.37
22年度 285 78,135 110,948 109,165 103,577 53,990 22,381 1.42 98.39 94.88 52.13 41.45 69.10
23年度 283 76,950 104,906 103,744 98,726 52,311 22,349 1.36 98.89 95.16 52.99 42.72 67.98

共学校

14年度 765 280,035 1,001,597 973,621 859,349 249,551 88,552 3.58 97.21 88.26 29.04 35.48 89.11
15年度 780 284,073 988,415 965,852 861,712 253,723 87,359 3.48 97.72 89.22 29.44 34.43 89.32
16年度 801 288,131 991,000 961,756 855,206 255,299 89,814 3.44 97.05 88.92 29.85 35.18 88.61
17年度 812 289,619 938,268 918,774 830,017 241,271 89,537 3.24 97.92 90.34 29.07 37.11 83.31
18年度 836 294,245 943,956 925,961 837,378 244,183 92,949 3.21 98.09 90.43 29.16 38.07 82.99
19年度 845 292,414 934,088 913,727 818,928 244,439 87,142 3.19 97.82 89.63 29.85 35.65 83.59
20年度 859 296,223 951,669 934,482 847,924 247,659 89,629 3.21 98.19 90.74 29.21 36.19 83.61
21年度 868 293,853 938,649 918,885 832,277 243,741 85,704 3.19 97.89 90.57 29.29 35.16 82.95
22年度 869 292,276 965,029 946,282 863,170 253,025 88,699 3.30 98.06 91.22 29.31 35.06 86.57
23年度 881 293,237 949,845 928,247 854,180 251,224 88,160 3.24 97.73 92.02 29.41 35.09 85.67

校
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

集
計
学
校
数
を
十
四
年
度
と
比
較
す
る

と
、
男
子
校
は
三
六
校
減
少
、
女
子
校
は
七

七
校
減
少
し
た
の
に
対
し
、
共
学
校
は
一
一

六
校
増
加
し
て
お
り
、
男
子
校
、
女
子
校
か

ら
共
学
校
化
す
る
傾
向
が
読
み
取
れ
ま
す
。

表１　私立高等学校の概況
区分 22年度 23年度 増　減

集 計 学 校 数 1,264校 1,277校 13校

入 学 定 員 408,626人 408,769人 143人
（0.0%）

志 　 願 　 者 1,150,619人 1,130,961人 △19,658人
（△1.7%）

受 　 験 　 者 1,128,349人 1,105,573人 △22,776人
（△2.0%）

合 　 格 　 者 1,028,139人 1,015,541人 △12,598人
（△1.2%）

入 　 学 　 者 337,913人 335,660人 △2,253人
（△0.7%）

志 願 倍 率 2.82倍 2.77倍 △0.05ポイント
合 　 格 　 率 91.12% 91.86% 0.74ポイント
歩 　 留 　 率 32.87% 33.05% 0.18ポイント
入学定員充足率 82.69% 82.11% △0.58ポイント

※ 志願倍率（志願者÷入学定員）、合格率（合格者÷受験者）
　 歩留率（入学者÷合格者）、入学定員充足率（入学者÷入学定員）

平
成
二
十
三
年
度　

　
　

私
立
高
等
学
校
入
学
志
願
動
向
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■　

規
模
別
の
動
向（
表
３
）

　

二
十
三
年
度
に
お
い
て
志
願
倍
率
が
最
も

高
い
の
は
、一
校
当
た
り
の
入
学
定
員
が
一
、

〇
〇
〇
人
以
上
の
学
校
で
、
以
下
、
六
〇
〇

人
以
上
八
〇
〇
人
未
満
、
四
〇
〇
人
以
上
五

〇
〇
人
未
満
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
入

学
定
員
充
足
率
が
最
も
高
い
の
は
、
三
〇
〇

人
以
上
四
〇
〇
人
未
満
の
学
校
で
、
以
下
、

二
〇
〇
人
以
上
三
〇
〇
人
未
満
、
一
〇
〇
人

以
上
二
〇
〇
人
未
満
の
学
校
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

志
願
倍
率
の
高
い
学
校
区
分
と
入
学
定
員

充
足
率
の
高
い
学
校
区
分
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
て
い
な
い
事
が
読
み
取
れ
ま
す
。

■　

 

私
立
高
等
学
校
の
定
員
割
れ

状
況（
図
１
）

　

十
四
年
度
に
お
い
て
、
入
学
定
員
充
足
率

が
一
〇
〇
％
未
満
の
学
校
は
九
一
四
校
で
、

全
体
の
七
一
・
七
％
の
割
合
で
し
た
。
し
か

し
、
十
五
歳
人
口
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
一

〇
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
増
加
し
て
お
り
、

二
十
三
年
度
で
は
九
四
八
校
で
、
全
体
の
七

四
・
二
％
の
割
合
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
、
五
〇
％
未
満
の
学
校
数
は
、
二
十
三

年
度
に
お
い
て
一
五
一
校
と
な
り
、
十
四
年

度
に
比
べ
て
五
校
増
加
し
、
割
合
は
一
一
・

五
％
か
ら
一
一
・
八
％
と
な
り
〇
・
三
ポ
イ

ン
ト
上
昇
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
四
四
・
七
八
四
五

Ｅ
メ
ー
ル　

center@
shigaku.go.jp

表３　規模別の動向

1 校 当 た り
入学定員の区分 年度 集　計

学校数
入学定員

A
志願者

B
受験者

C
合格者

D
入学者

E
志願倍率
B/A

合格率
D/C

歩留率
E/D

入学定員
充足率
E/A

校 人 人 人 人 人 倍 ％ ％ ％

100人未満
22 57 3,781 6,266 6,170 5,786 3,056 1.66 93.78 52.82 80.83

23 54 3,484 5,303 5,233 4,800 2,655 1.52 91.73 55.31 76.21

100人以上
200人未満

22 196 29,480 57,206 56,513 49,918 25,257 1.94 88.33 50.60 85.68

23 208 31,064 59,888 58,916 52,713 25,984 1.93 89.47 49.29 83.65

200人以上
300人未満

22 358 85,663 218,207 214,362 197,102 73,381 2.55 91.95 37.23 85.66

23 372 89,261 228,356 224,174 205,053 75,467 2.56 91.47 36.80 84.55

300人以上
400人未満

22 276 92,995 269,380 263,159 239,833 81,822 2.90 91.14 34.12 87.99

23 272 91,361 260,215 251,763 232,535 79,298 2.85 92.36 34.10 86.80

400人以上
500人未満

22 199 86,365 263,859 259,117 234,965 70,767 3.06 90.68 30.12 81.94

23 197 85,584 253,878 249,637 228,793 69,722 2.97 91.65 30.47 81.47

500人以上
600人未満

22 98 52,566 156,431 153,689 137,877 40,553 2.98 89.71 29.41 77.15

23 95 50,894 148,271 144,888 134,190 39,282 2.91 92.62 29.27 77.18

600人以上
800人未満

22 68 44,856 138,415 134,927 125,931 33,808 3.09 93.33 26.85 75.37

23 67 44,201 135,116 131,512 121,451 34,266 3.06 92.35 28.21 77.52

800人以上
1000人未満

22 8 6,900 19,462 19,274 17,121 5,278 2.82 88.83 30.83 76.49

23 8 6,900 18,621 18,426 16,528 5,256 2.70 89.70 31.80 76.17

1000人以上
22 4 6,020 21,393 21,138 19,606 3,991 3.55 92.75 20.36 66.30

23 4 6,020 21,313 21,024 19,478 3,730 3.54 92.65 19.15 61.96

合　　　計
22 1,264 408,626 1,150,619 1,128,349 1,028,139 337,913 2.82 91.12 32.87 82.69

23 1,277 408,769 1,130,961 1,105,573 1,015,541 335,660 2.77 91.86 33.05 82.11

※全国の高等学校を1校当たり入学定員の人数により区分した。

年　　　　　　度 14年度 15年度 16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

100%以上の学校数 360 354 362 284 291 318 306 285 344 329

5 0%以上1 0 0%
未 満 の 学 校 数 768 740 729 785 790 765 778 812 770 797

50%未満の学校数 146 180 178 188 181 183 180 176 150 151

(100%未満の割合） 71.7% 72.2% 71.5% 77.4% 76.9% 74.9% 75.8% 77.6% 72.8% 74.2%

合　　　　　　計 1,274 1,274 1,269 1,257 1,262 1,266 1,264 1,273 1,264 1,277

図１　最近10年の定員割れ状況
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私
学
経
営
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
、
私
学
事

業
団
職
員
の
能
力
の
向
上
と
業
務
の
充
実
を

図
る
た
め
、
私
立
学
校
に
関
す
る
時
宜
に
か

な
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
外
部
か
ら
講
師
を

招
聘
し
、
私
学
活
性
化
勉
強
会
と
し
て
研
修

を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
法
政
大
学
の

王
敏
氏
を
お
迎
え
し
て
、
昨
年
七
月
に
開
催

し
た
勉
強
会
の
「
日
中
に
お
け
る
教
育
・
学

術
の
互
恵
関
係
を
ど
う
深
め
て
い
く
か
」
と

題
し
た
講
演
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

思
想
・
文
化
に
お
け
る
日
中
の
相
違

　

最
初
に
、
日
中
に
お
け
る
教
育
・
学
術
の
互

恵
関
係
を
理
解
す
る
上
で
、
背
景
と
な
る
中

国
の
伝
統
的
な
大
国
意
識
の
基
準
と
な
っ
て
い

る
二
つ
の
思
想
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

　

一
つ
は
儒
教
、
も
う
一
つ
は
道
教
で
す
。

儒
教
は
中
国
社
会
の
倫
理
道
徳
、社
会
通
念
、

一
般
教
養
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
道
教
の
方

は
、
方
法
論
の
よ
う
な
も
の
を
説
い
て
い
ま

す
。
若
い
世
代
の
中
国
人
に
は
儒
教
も
道
教

も
読
ん
で
い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
る
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
は
、
日
本
人
が
仏
教
を
読
ん

で
い
な
く
て
も
お
葬
式
を
お
寺
で
す
る
の
と

通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
が
、
儒
教
や
道

教
の
根
強
さ
は
、
言
語
化
さ
れ
て
い
た
と
こ

ろ
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
言
語
化
さ
れ
、
生
活

化
（
習
慣
化
）
さ
れ
た
儒
教
的
、
道
教
的
な

考
え
方
が
、
現
在
の
中
国
の
大
国
意
識
の
低

層
を
支
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
文
化
面
を
見
る
と
、
今
、
中
国
国
内

で
日
本
語
を
学
ぶ
人
口
は
六
八
万
人
い
る
と

聞
い
て
い
ま
す
が
、
そ
の
九
割
は
日
本
の
ア

ニ
メ
と
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
に
感
動
し
て
日

本
語
を
選
ん
だ
と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま

す
。
ア
ニ
メ
が
面
白
い
か
ら
と
い
う
ほ
か

に
、
ア
ニ
メ
を
通
し
て
日
本
的
な
考
え
方
や

思
考
に
触
れ
て
、
そ
れ
が
儒
教
や
道
教
に
も

共
通
す
る
も
の
と
し
て
、
ど
こ
と
な
く
懐
か

し
い
よ
う
な
親
近
感
を
感
じ
取
っ
た
の
で

し
ょ
う
。
特
に
、
中
国
に
は
な
か
っ
た
表
現

形
式
に
接
す
る
こ
と
で
、
そ
の
連
続
す
る
新

鮮
さ
に
中
国
人
は
思
わ
ず
感
激
し
て
し
ま
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
中
国
で
は
ア
ニ
メ
に

対
す
る
位
置
づ
け
が
日
本
と
は
違
い
、
教
養

と
芸
術
の
一
環
だ
と
受
け
と
め
て
い
ま
す
。

教
育
面
に
お
け
る
日
中
の
相
違

　

教
育
面
に
お
け
る
日
中
の
相
違
に
つ
い

て
、
私
自
身
が
一
個
人
と
し
て
感
じ
て
い
る

と
こ
ろ
を
申
し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
中
国
で
は
、
教
育
に
お
い
て
ほ
と
ん

ど
が
国
立
あ
る
い
は
県
立
、
市
立
、
つ
ま
り

国
営
教
育
が
主
流
だ
っ
た
状
況
が
変
わ
っ
て

い
な
い
せ
い
か
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
の
物
事

の
決
め
方
と
進
め
方
が
続
い
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
中
国
の
大
学
、
あ
る
い
は
教
育
研

究
関
係
の
代
表
団
が
日
本
を
訪
問
す
る
と
日

本
は
何
で
も
遅
い
、
と
い
う
だ
い
た
い
同
じ

感
想
を
持
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
日
本
で
は
ど

う
し
て
全
員
の
意
見
を
聞
い
て
何
度
も
討
論

し
て
、
結
果
が
出
な
い
会
議
を
す
る
の
か
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
日
本
語
の
中

に
「
相
談
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
が
、

中
国
語
で
の
「
相
談
」
は
結
論
を
出
す
た
め
、

い
い
方
向
を
目
指
す
た
め
に
す
る
も
の
で
あ

り
、
そ
う
で
な
い
な
ら
相
談
す
る
た
め
の
会

議
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
日
本
は
結
果
が

良
く
も
悪
く
も
相
談
し
ま
す
。
中
国
古
典
で

あ
る
『
西
遊
記
』
で
は
、
三
蔵
法
師
と
弟
子

の
四
人
が
相
談
し
て
妖
怪
を
退
治
す
る
と
い

う
場
面
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
日
本
の
映
画
で

は
妖
怪
退
治
に
お
い
て
も
相
談
し
ま
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
中
国
人
は
み
ん
な
驚

き
ま
し
た
。
日
本
の
妖
怪
も
ゆ
っ
く
り
と
退

治
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
て

し
ま
い
ま
す
。

　

中
国
で
は
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
方
法
を
と
る

た
め
、
民
主
主
義
的
な
透
明
度
が
欠
け
て
い

る
と
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
大
所
高
所
の
見
解

に
よ
っ
て
、
物
事
が
決
め
や
す
い
と
い
う
利

点
も
あ
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
世
界
の
一
流
大
学
及
び
国
際
的

知
名
度
の
高
い
研
究
型
大
学
を
目
指
す
中
国

政
府
系
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、「
二
一
一
工
程
」

と
「
九
八
五
工
程
」
と
い
う
計
画
が
あ
り
ま

す
が
、
中
国
全
土
一
〇
〇
校
を
対
象
に
、
国

家
が
重
点
投
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
計

画
は
直
ち
に
決
定
さ
れ
、
即
座
に
実
行
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
中
国
で
の
こ
の

よ
う
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
日
本
の
よ
う
に

広
く
多
く
の
学
生
を
対
象
に
す
る
と
い
う
考

え
方
を
し
ま
せ
ん
。
突
出
し
た
人
材
に
特
別

投
資
す
る
「
格
差
」
を
拡
大
さ
せ
る
よ
う
な

人
材
施
策
を
と
り
ま
す
。
こ
の
方
法
は
孔
子

の
時
代
か
ら
続
い
て
い
る
た
め
、
中
国
人
は

特
段
驚
き
ま
せ
ん
。
他
に
も
、
二
〇
〇
八
年

か
ら
始
ま
っ
た
、「
海
外
ハ
イ
レ
ベ
ル
人
材

招
致
計
画
」
が
あ
り
ま
す
が
、
一
、
〇
〇
〇

人
の
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
人
材
を
海
外
か
ら
招
く

と
い
う
計
画
で
、昨
年
末
ま
で
に
す
で
に
一
、

一
四
三
人
を
招
致
し
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
外
国
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
る
企

画
も
非
常
に
大
胆
に
進
め
て
お
り
ま
す
。
十

数
年
前
か
ら
有
名
大
学
の
基
準
の
一
つ
に
、

留
学
生
数
を
、
全
学
生
の
最
低
二
〇
％
は
在

籍
さ
せ
る
と
い
う
も
の
も
あ
り
ま
し
た
。
今

で
は
、
さ
ら
に
多
く
な
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
そ
れ
を
基
に
し
て
、
二
〇
一
〇
年
七
月

に
新
し
い
教
育
発
展
要
綱
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
中
国
か
ら
の
派
遣
留
学
の
拡
大
支
援
と

海
外
か
ら
の
招
致
を
、
同
時
進
行
で
実
施
し

始
め
ま
し
た
。
例
え
ば
、
二
〇
二
〇
年
ま
で

に
留
学
生
を
五
〇
万
人
に
増
や
す
と
い
う
計

画
は
、
日
本
の
三
〇
万
人
計
画
、
韓
国
の
一

〇
万
人
計
画
と
並
び
、
ア
ジ
ア
に
お
け
る
新

た
な
留
学
生
ブ
ー
ム
を
起
こ
す
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
米
国
人
留
学
生
一
〇
万
人

受
け
入
れ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
含
ん
で
い
ま

す
。そ
の
他
に
、「
五
、〇
〇
〇
人
派
遣
計
画
」

平
成
二
十
三
年
度　

私
学
活
性
化
勉
強
会

東
ア
ジ
ア
の
変
化
と
求
め
ら
れ
る
対
応

　
　

〜
日
中
に
お
け
る
教
育
・
学
術
の
互
恵
関
係
を
ど
う
深
め
て
い
く
か
〜

法
政
大
学　

国
際
日
本
学
研
究
所
教
授　

王　

敏　

氏
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が
あ
り
ま
す
。
中
国
が
厳
選
し
た
学
生
を
世

界
の
一
流
大
学
に
派
遣
し
、
レ
ベ
ル
の
高
い

教
員
の
も
と
に
留
学
さ
せ
て
い
ま
す
。
こ
の

計
画
は
学
位
の
取
得
を
二
種
類
設
定
し
、
そ

れ
ぞ
れ
二
、
五
〇
〇
人
の
定
員
で
、
一
つ
は

国
内
又
は
海
外
の
大
学
で
学
位
を
取
得
さ

せ
、
も
う
一
つ
は
海
外
の
大
学
で
の
み
学
位

を
取
得
さ
せ
る
と
い
う
内
容
で
す
。

　

ま
た
、
二
〇
〇
四
年
に
は
ソ
ウ
ル
に
世
界

第
一
号
の
孔
子
学
院
を
設
立
し
ま
し
た
。
こ

の
学
院
は
、
海
外
の
教
育
機
関
と
提
携
す
る

こ
と
に
よ
り
、
海
外
に
お
い
て
も
中
国
語
や

中
華
文
化
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
公
的
機
関

で
す
。
そ
の
設
立
以
来
、
昨
年
の
十
月
ま
で

に
全
世
界
で
延
べ
三
二
二
校
と
三
六
九
か
所

の
孔
子
講
堂
、
合
計
六
九
一
か
所
が
九
六
か

国
に
設
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

最
新
の
統
計
に
よ
る
と
、
二
〇
〇
九
年
末

時
点
で
は
、
中
国
と
外
国
と
の
共
同
経
営
機

関
が
二
六
機
関
、
三
三
九
項
目
の
共
同
運
営

企
画
が
稼
動
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

日
中
の
教
育
互
恵
関
係
に
つ
い
て

　

次
に
お
話
し
す
る
課
題
は
、
日
中
で
の
格

差
が
長
い
間
越
え
ら
れ
な
い
点
に
つ
い
て
で

す
。
一
つ
は
、
中
国
の
国
土
は
広
く
、
人
口

も
多
い
た
め
、
高
等
教
育
機
関
数
は
日
本
の

一
・
九
倍
と
一
見
多
く
見
え
ま
す
が
、
中
国

の
人
口
は
日
本
の
一
〇
倍
で
あ
り
、
さ
ら
に

学
生
数
は
、
日
本
の
約
七
・
五
倍
で
あ
る
こ

と
か
ら
人
口
の
規
模
等
と
受
け
入
れ
機
関
数

と
の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
ま
せ
ん
。つ
ま
り
、

人
口
比
で
見
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
中
国
の
新
し
い
発
展
綱
要

の
中
で
は
、
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
大
学
入
学

率
を
高
校
生
の
四
〇
％
と
し
て
い
ま
す
。
二

〇
二
〇
年
ま
で
は
ま
だ
時
間
が
あ
り
ま
す

が
、
日
本
の
全
入
の
よ
う
な
教
育
の
普
及
ま

で
に
は
、
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う

と
思
い
ま
す
。
ち
な
み
に
、
今
年
の
大
学
入

試
が
六
月
七
日
に
開
始
さ
れ
ま
し
た
が
、
受

験
者
数
は
九
三
三
万
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

先
ほ
ど
お
話
し
し
ま
し
た
日
中
両
国
の
機
構

数
、
在
学
生
数
、
入
学
率
を
表
に
し
て
み
ま

し
た
（
表
１
、
表
２
参
照
）。
ま
た
、
日
本

語
能
力
試
験
で
は
、
昨
年
の
受
験
者
数
は
六

一
万
人
で
し
た
。
昨
年
、
二
回
試
験
を
行
い

ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
年
一
回
で
し
た
。

こ
れ
で
は
や
は
り
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
て
い

ま
す
。
も
っ
と
多
く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、
中
国
の
教
育
事
情
に
は
、
家
庭

事
情
と
の
関
係
が
あ
り
ま
す
。
中
国
で
は
、

共
働
き
が
常
識
で
す
。
働
か
な
い
女
性
は

中
国
で
は
片
身
が
狭
く
、
能
力
が
な
い
、
社

会
に
適
応
で
き
な
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
中
国
の
子
ど
も
た
ち
の
ほ

と
ん
ど
は
保
育
園
に
通
い
ま
す
。
こ
こ
で
、

日
本
と
の
違
い
を
見
て
い
た
だ
き
た
い
の
が
、

保
育
園
、
小
学
校
か
ら
の
教
育
内
容
の
違
い

で
す
。
保
育
園
か
ら
す
で
に
道
徳
と
い
う
授

業
科
目
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
内
容
を
含
む

科
目
が
大
学
院
博
士
課
程
ま
で
続
き
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
日
中
の
教
育
互
恵
関
係
に
関
し

て
で
す
が
、
異
な
る
と
こ
ろ
を
直
す
こ
と
、

あ
る
い
は
一
致
さ
せ
て
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と

が
理
想
で
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
は
大
変
難

し
い
こ
と
で
す
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の

住
む
世
界
が
違
う
か
ら
で
す
。
そ
こ
で
私
か

ら
の
提
案
で
す
が
、
早
期
実
施
を
目
指
す
た

め
に
は
共
通
性
の
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
ス
タ
ー

ト
す
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ア
ジ

ア
の
底
辺
に
あ
る
伝
統
的
、
古
典
的
な
価
値

基
準
の
一
部
で
、
現
在
に
お
い
て
も
有
用
な

も
の
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
れ
ば
、
対
話
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
共
有
の
教
養
体
系
と
し
て
東
ア
ジ
ア
学
の

再
建
、
中
国
で
の
日
本
語
能
力
試
験
の
実
施

に
対
し
、
日
本
で
の
中
国
語
学
習
を
提
案
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
提
案
は
、知
中
派
と
知
日
派
、

双
方
向
に
進
化
的
人
材
の
育
成
が
必
要
だ
と

い
う
こ
と
で
す
。
従
来
型
の
存
在
も
大
き
い

で
す
が
、
時
代
が
変
わ
り
ま
し
た
の
で
、
そ

の
変
化
に
よ
っ
て
、
時
代
に
追
い
つ
く
よ
う

な
人
材
が
も
っ
と
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

最
後
に
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
研
究
者
の
言
葉

を
お
借
り
し
て
終
わ
り
に
し
た
い
と
思
い
ま

す
。「
日
本
は
、
漢
字
文
化
圏
の
筆
頭
を
成

す
発
展
国
と
し
て
、
独
自
の
使
命
を
自
覚
し

て
欲
し
い
。
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
か
つ
て

唐
王
朝
が
古
典
文
化
の
伝
播
に
果
た
し
た
、

輝
か
し
い
先
例
に
優
る
と
も
劣
ら
な
い
光
輝

と
と
も
に
、
世
界
文
化
再
生
の
先
駆
者
と
し

て
の
役
割
を
遠
か
ら
ず
果
た
す
こ
と
が
出
来

そ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
日
本
に
必
要
と

さ
れ
る
の
は
、
一
種
の
受
け
入
れ
精
神
を
も

う
少
し
拡
大
す
る
こ
と
だ
け
で
あ
ろ
う
」（
レ

オ
ン
・
ヴ
ァ
ン
デ
ル
メ
ー
ル
シ
ュ
『
ア
ジ
ア

文
化
圏
の
時
代
』
よ
り
）。
そ
の
先
生
か
ら
見

れ
ば
、
日
本
は
、
内
向
性
が
発
展
の
妨
げ
に

な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
し
た
。

表１　2009年度 中日における高等教育の規模
機構数（校） 在学生数（人） 入学率（％）

中国 2,305
（大学1,090校、短大・高専1,215校） 22,851,512 24.2

日本 1,243
（大学773校、短大406校、高専64校） 3,032,019 68.7

表２　2009年度 中日における高等教育機構の在学生数
大学院生 学部生 短大生 高専生 留学生

中国 1,404,942 11,798,511 9,648,059 117,548
日本 2,845,908 160,976 59,386 110,478
中華人民共和国教育部『2009年教育統計データ』
http://www.moe.edu.cn/publicfi les/business/htmlfi les/moe/s4960/index.html
文部科学省『平成21年度　文部科学白書』第376-378頁
http://www.mext.go.jp/b_menu/hakusho/html/hpab200901/1295628_034.pdf
『平成22年度学校基本調査』2010年12月22日公表
http://www.e-stat.go.jp/SG1/estat/List.do?bid=000001028877&cycode=0

王　

敏
氏
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

わ
ん　

み
ん
。
一
九
五
四
年
中
国
・

河
北
省
生
ま
れ
。
大
連
外
国
語
大
学
日

本
語
学
部
卒
、
四
川
外
国
語
学
院
大
学

院
修
了
、
人
文
科
学
博
士
（
お
茶
の
水

女
子
大
学
）。
一
九
八
二
年
来
日
。
東

京
成
徳
大
学
教
授
を
経
て
、
二
〇
〇
三

年
か
ら
現
職
の
法
政
大
学
国
際
日
本
学

研
究
所
教
授
。
中
国
社
会
科
学
院
日
本

研
究
所
研
究
員
や
同
済
大
学
（
上
海
）

客
員
教
授
な
ど
も
務
め
る
。
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昭
和
大
学
は
、
一
九
二
八
（
昭
和
三
）
年

に
「
ま
ご
こ
ろ
を
も
っ
て
何
事
に
も
立
ち
向

か
う
」
と
い
う
意
味
の
「
至
誠
一
貫
」
を
建

学
の
精
神
に
設
立
し
た
昭
和
医
学
専
門
学
校

に
始
ま
り
、
人
の
痛
み
が
理
解
で
き
る
奉
仕

の
志
を
持
っ
た
臨
床
医
家
の
育
成
を
最
大
の

使
命
と
し
て
、
教
育
と
研
究
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
。

　

現
在
、
医
療
に
対
す
る
要
求
は
多
様
か
つ

高
度
に
な
り
、
専
門
分
野
に
お
け
る
深
化
と

連
携
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
教
育
に
お
い

て
も
知
識
偏
重
の
教
育
制
度
が
見
直
さ
れ
、

医
療
の
基
本
的
態
度
と
し
て
必
要
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
に
優
れ
た
医
療
従
事
者

の
育
成
へ
と
重
点
が
置
か
れ
て
き
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
な
中
に
お
い
て
、本
学
は「
至

誠
一
貫
」
の
精
神
を
体
現
す
る
医
療
人
を
育

成
す
る
と
と
も
に
医
学
部
、
歯
学
部
、
薬
学

部
、
保
健
医
療
学
部
を
擁
す
る
医
系
総
合
大

学
と
し
て
、
チ
ー
ム
医
療
に
対
す
る
社
会
か

ら
の
要
請
に
応
え
ら
れ
る
学
際
交
流
を
実
現

し
た
学
び
の
場
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

本
稿
で
は
、
そ
ん
な
本
学
の
特
色
あ
る
教

育
と
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
年
次
全
寮
制
教
育

　

昭
和
大
学
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
が
、

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年
に
開
設
さ
れ
た

山
梨
県
富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
年
次

全
寮
制
教
育
で
す
。
学
生
寮
は
、
将
来
チ
ー

ム
医
療
の
一
員
を
担
う
学
生
た
ち
が
、
学
部

の
垣
根
を
越
え
て
対
等
な
立
場
で
話
し
あ
え

る
よ
う
四
学
部
混
合
の
部
屋
割
り
と
な
っ
て

お
り
、
学
生
た
ち
は
一
年
間
の
寮
生
活
を
通

し
て
医
療
に
携
わ
る
者
に
と
っ
て
一
番
大
切

な
他
人
を
思
い
や
る
協
調
性
、
人
の
痛
み
の

わ
か
る
人
間
性
を
培
い
ま
す
。
全
寮
制
教
育

は
日
本
に
お
い
て
は
希
有
な
存
在
で
す
が
、

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
を
は
じ
め
欧
米
の
名
門
校

で
は
高
水
準
の
教
育
を
行
う
場
と
し
て
欠
か

す
こ
と
の
で
き
な
い
制
度
と
な
っ
て
お
り
、

施
設
拡
充
も
含
め
、
本
学
も
一
年
次
全
寮
制

教
育
に
よ
る
全
人
教
育
の
さ
ら
な
る
充
実
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
交
流

　

富
士
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
地
域
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
も
行
っ
て
お
り
、
毎
年

五
月
に
は
地
元
富
士
吉
田
市
の
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
と
の
合
同
植
樹
会
を
通
し
、
学
生
は

自
然
環
境
保
護
や
地
域
の
人
々
と
の
交
流
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
学
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
七
月
に
開
催
さ
れ
る
「
富

士
登
山
競
走
」
に
も
、
救
護
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参
加
し
、
ス
ポ
ー

ツ
現
場
で
の
医
療
の
重
要
性
を
認
識
し
、
病

院
外
の
医
療
現
場
を
体
験
で
き
る
い
い
機
会

と
な
っ
て
い
ま
す
。

四
学
部
か
ら
な
る

「
チ
ー
ム
医
療
」
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

　

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
、

理
学
療
法
士
、
作
業
療
法
士
な
ど
各
分
野
の

専
門
家
が
チ
ー
ム
を
組
み
、
意
見
を
出
し
合

い
、
協
力
し
な
が
ら
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
に
あ

た
る
医
療
の
姿
を
チ
ー
ム
医
療
と
い
い
ま

す
。
チ
ー
ム
で
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
性
が
活
か
さ
れ
、
レ
ベ
ル
の

高
い
医
療
が
提
供
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
、
今
、

社
会
か
ら
最
も
求
め
ら
れ
て
い
る
医
療
形
態

で
す
。

　

こ
の
チ
ー
ム
医
療
を
現
場
に
出
る
前
か
ら

体
験
で
き
る
の
が
昭
和
大
学
の
大
き
な
特
色

で
す
。
こ
の
チ
ー
ム
医
療
の
大
き
な
基
盤
と

な
っ
て
い
る
の
は
先
に
も
述
べ
た
富
士
吉
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
一
年
次
全
寮
制
教
育
で
す

が
、
本
学
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
も
そ
の

特
色
が
反
映
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
年
次
の
早
い
段
階
か
ら
四
学
部
合
同
Ｐ

Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
（problem

-based 
learning　

「
問
題
解
決
型
学
習
」）
を
導
入

し
、
将
来
患
者
さ
ん
中
心
の
チ
ー
ム
医
療
の

実
践
に
必
要
な
人
間
関
係
の
基
礎
を
築
く
た

め
に
、
四
学
部
の
学
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
視
点

か
ら
健
康
に
か
か
わ
る
問
題
を
討
議
し
、
各

種
の
役
割
と
連
携
を
相
互
に
理
解
し
、
協
力

し
合
い
な
が
ら
問
題
解
決
策
を
提
示
で
き
る

能
力
と
技
能
を
身
に
つ
け
て
い
き
ま
す
。
ま

チ
ー
ム
医
療
の
要
請
に
応
え
る

　

医
系
総
合
大
学
と
し
て
の
取
り
組
み

学
校
法
人　

昭
和
大
学　

総
務
部
総
務
課　

吉
岡　

由
貴

　

魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
て

連載 ⑨

富士山と富士吉田キャンパス

富士吉田教育部１年生による植花活動
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た
三
・
四
年
次
Ｐ
Ｂ
Ｌ
チ
ュ
ー
ト
リ
ア
ル
で

は
、
こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
代
表
的
な

症
例
を
解
析
し
、
四
学
部
の
学
生
が
チ
ー
ム

医
療
の
一
員
と
し
て
情
報
を
共
有
し
、
積
極

的
に
協
力
し
な
が
ら
各
自
の
専
門
性
を
発
揮

す
る
こ
と
の
理
解
と
、
患
者
さ
ん
に
適
し

た
安
全
な
医
療
を
提
示
す
る
能
力
を
養
い
ま

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

チ
ー
ム
医
療
の
基
盤
を
し
っ
か
り
固
め
た

後
、
本
学
の
強
み
で
も
あ
る
充
実
し
た
医
療

施
設
（
特
定
機
能
病
院
か
ら
単
科
専
門
病
院

ま
で
九
施
設
）
と
連
携
し
、
チ
ー
ム
医
療
の

実
践
と
し
て
の
臨
床
実
習
を
行
い
、
医
療
従

事
者
と
し
て
の
人
間
性
や
知
識
と
技
術
を
学

び
ま
す
。

　

ま
た
今
年
度
よ
り
、
全
国
初
の
チ
ー
ム
医

療
実
践
学
習
と
し
て
、
医
学
部
、
歯
学
部
、

薬
学
部
の
五
年
次
と
、保
健
医
療
学
部
の
三
・

四
年
次
に
四
学
部
連
携
病
棟
実
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
今
後
も
チ
ー
ム
医
療
教
育
を
は
じ

め
、
更
な
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
充
実
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

新
病
院
の
建
設

「（
仮
称
）
昭
和
大
学
新
豊
洲
病
院
」

　

昭
和
大
学
は
、
地
域
医
療
の
確
保
と
教
育

の
促
進
の
た
め
、
江
東
区
と
事
業
協
定
を
締

結
し
、
平
成
二
十
六
年
三
月
の
開
院
を
目
指

し
（
仮
称
）
新
豊
洲
病
院
の
建
設
を
進
め
て

お
り
ま
す
。

　

新
病
院
の
基
本
理
念
は
、
周
産
期
や
救
急

医
療
に
重
点
を
置
く
、「
女
性
と
こ
ど
も
に

や
さ
し
い
病
院
」
と
し
、
地
域
医
療
の
中
核

を
担
う
と
と
も
に
、
本
学
の
使
命
で
あ
る
優

れ
た
医
療
人
の
育
成
及
び
教
育
を
行
う
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
物
の
概
要
は
、
地
下
一
階
、
地
上
一
〇

階
建
で
、
許
可
病
床
数
四
一
四
床
。
運
河
に

面
し
た
水
辺
の
立
地
を
生
か
し
、
豊
洲
地
区

の
景
観
を
担
う
「
パ
ー
ク
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を

目
指
す
と
と
も
に
、
屋
上
や
敷
地
内
の
緑
化

事
業
を
施
し
地
域
の
環
境
負
荷
軽
減
に
も
貢

献
す
る
「
エ
コ
ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
目
指
し
ま

す
。学

外
活
動
「
夏
山
診
療
所
の
開
設
」

　

昭
和
大
学
で
は
夏
山
の
登
山
シ
ー
ズ
ン
に

合
わ
せ
、
毎
年
北
ア
ル
プ
ス
白
馬
診
療
所
及

び
南
ア
ル
プ
ス
北
岳
診
療
所
の
二
つ
の
夏
山

診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す
。
夏
山
診
療
所

と
は
、
登
山
者
や
、
山
岳
観
光
地
を
訪
れ
た

観
光
客
な
ど
に
対
し
て
、
比
較
的
簡
単
な
治

療
ま
た
は
救
急
措
置
を
行
う
た
め
に
、
夏
季

期
間
中
に
山
小
屋
な
ど
に
併
設
さ
れ
る
診
療

所
で
す
。

　

白
馬
岳
頂
上
直
下
の
標
高
二
、
八
三
二

メ
ー
ト
ル
地
点
に
あ
り
、
日
本
最
大
の
収
容

人
数
（
定
員
一
、
五
〇
〇
名
）
を
ほ
こ
る
白

馬
山
荘
。
昭
和
大
学
は
一
九
三
一
（
昭
和
六
）

年
、
こ
の
白
馬
山
荘
の
前
身
で
あ
る
白
馬
山

頂
小
屋
に
夏
山
診
療
所
「
白
馬
診
療
所
」
を

開
設
し
、
登
山
者
の
診
療
活
動
を
開
始
、
今

年
で
八
〇
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
白
馬
診
療

所
に
は
高
山
病
を
中
心
に
年
間
四
〇
〇
人
以

上
の
登
山
者
が
受
診
さ
れ
て
お
り
、
医
師
・

看
護
師
と
と
も
に
白
馬
診
療
部
の
学
生
が
診

療
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
北
岳
と
中
白
峰
の
鞍
部
、
標
高

二
、
九
〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
北
岳
山
荘
に

一
九
八
〇
（
昭
和
五
十
五
）
年
「
北
岳
診
療

所
」
を
開
設
し
、
白
馬
診
療
所
同
様
、
北
岳

診
療
部
の
学
生
等
が
診
療
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
ら
二
つ
の
診
療
部
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
と
い
う
開
設
以
来
の
一
貫
し
た

理
念
と
方
針
に
基
づ
き
、
登
山
者
の
様
々
な

症
状
を
安
全
で
快
適
な
登
山
が
で
き
る
よ
う

処
置
す
る
と
と
も
に
、
医
学
生
・
看
護
学
生

と
し
て
い
ち
早
く
患
者
さ
ん
に
接
し
、
医
療

人
と
し
て
の
見
識
を
高
め
る
べ
く
医
療
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

◇
◇
◇
寄
稿
者
紹
介
◇
◇
◇

吉
岡　

由
貴
（
よ
し
お
か　

ゆ
き
）

　

総
務
部
総
務
課
に
て
広
報
を
担
当
。

教
務
部
教
務
課
、
総
務
部
秘
書
課
な
ど

を
経
て
、
二
〇
〇
八
年
よ
り
現
職
。

４学部合同PBLチュートリアル

（仮称）昭和大学新豊洲病院完成イメージ図

白馬診療部
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助
成
業
務

共
済
業
務

　

私
学
事
業
団
で
は
、
平
成
二
十
三
年
度
第

三
次
補
正
予
算
が
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一

日
に
成
立
し
た
こ
と
に
伴
い
、
私
立
学
校

施
設
の
耐
震
化
を
促
進
す
る
観
点
か
ら
、

二
十
三
年
度
よ
り
二
十
七
年
度
ま
で
の
五
か

年
間
に
、「
耐
震
改
築
事
業
に
対
す
る
長
期

低
利
融
資
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

借
り
入
れ
の
ご
希
望
が
あ
る
場
合
は
、
下

記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
本
事
業
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
助

成
業
務
↓
融
資
↓
「
耐
震
改
築
事
業
に
対

す
る
新
た
な
る
長
期
低
利
融
資
の
ご
案
内
」

（http://w
w
w
.shigaku.go.jp/s_yushi_23_ 

12taishin.htm

）
か
ら
も
詳
細
を
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

　

融
資
対
象
と
な
る
事
業

　

大
学
院
、
大
学
、
短
期
大
学
、
高
等
専
門

学
校
、
高
等
学
校
、
中
等
教
育
学
校
、
中
学

校
、
小
学
校
、
特
別
支
援
学
校
、
専
修
学
校
、

各
種
学
校
の
施
設
整
備
事
業
で
、
危
険
建
物

と
認
定
さ
れ
た
建
物
を
取
り
壊
し
て
、
新
た

に
校
舎
等
を
建
築
す
る
事
業
で
す
。

（
注
一
） 

幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、
私
立
幼
稚

園
施
設
整
備
費
補
助
に
お
い
て
既

に
補
助
対
象
の
た
め
、
こ
こ
で
は

対
象
外
で
す
。

（
注
二
） 

学
生
等
の
寄
宿
舎
、
職
員
宿
舎
、

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス
、
合
宿
所
、
法
人

本
部
棟
な
ど
の
建
替
事
業
に
つ
い
て

は
、
融
資
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

貸
付
条
件

　

本
融
資
に
か
か
る
貸
付
条
件
の
概
要
に
つ

い
て
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

【
貸
付
期
間
】

　

二
十
年
以
内（
う
ち
据
置
期
間
二
年
以
内
）

【
貸
付
利
率
】

　

①
一
〜
三
年
目　

無
利
子

　

②
四
年
目
以
降　

〇
・
五
％
（
固
定
）

（
注
） 

専
修
学
校
・
各
種
学
校
に
つ
い
て
は
、

次
の
貸
付
利
率
に
な
り
ま
す
。

　

一
般
施
設
費
の
貸
付
利
率
―
マ
イ
ナ
ス

〇
・
五
％

（
例
）
平
成
二
十
三
年
十
二
月
契
約
の
場
合

　

一
般
施
設
費
の
貸
付
利
率
一
・
七
％
―

　

〇
・
五
％
＝
一
・
二
％ （
貸
付
期
間
中
固
定
）

　

私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
伴
う
福
島
原
子
力
発
電

所
の
事
故
に
よ
る
避
難
指
示
地
域
に
居
住
し

て
い
た
方
が
住
居
を
移
転
し
た
場
合
、
家
屋

の
損
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
家
屋
家
財
と

も
全
壊
全
損
扱
い
と
し
て
、
災
害
見
舞
金
を

支
給
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

該
当
地
域
の
学
校
に
は
、
特
例
措
置
を
ご

案
内
し
ま
し
た
が
、
所
属
す
る
加
入
者
が
特

例
措
置
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
は
、
短
期

給
付
課
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

〔
要
件
〕

　

福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
が
発
生
し
た

時
点
で
居
住
し
て
い
た
地
域
が
、
避
難
指
示

等
（
避
難
指
示
、
屋
内
退
避
指
示
、
警
戒
区

域
、
計
画
的
避
難
区
域
、
緊
急
時
避
難
準
備

区
域
、
特
定
避
難
勧
奨
地
点
）
の
対
象
と
な

り
、
移
転
・
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
住
居

を
移
転
し
た
加
入
者
や
被
扶
養
者

〔
請
求
手
続
き
〕

　

専
用
の
災
害
見
舞
金
請
求
書
と
移
転
・
避

難
の
経
過
報
告
書
に
、
避
難
指
示
等
の
地
域

に
居
住
し
て
い
た
こ
と
と
、
移
転
の
事
実
が

確
認
で
き
る
書
類
等
を
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
取
り
扱
い
に

は
、
期
限
が
定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
特
例
災
害
貸
付
」
の
申
込
期
限
は
平
成

二
十
四
年
三
月
十
日
で
す

　

貸
付
け
の
申
し
込
み
を
検
討
さ
れ
て
い
る

方
は
、
申
込
期
限
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

 

〔
福
祉
部 

貸
付
課
〕

「
一
部
負
担
金
の
免
除
」
は
平
成
二
十
四
年

二
月
二
十
九
日
ま
で
で
す

　

二
月
二
十
九
日
ま
で
の
診
療
で
窓
口
負
担

さ
れ
た
分
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
還
付
請

求
で
き
ま
す
。　 　
〔
業
務
部 

短
期
給
付
課
〕

加
入
者
資
格
に
関
す
る
特
例

　

雇
用
関
係
が
継
続
し
て
い
れ
ば
、
給
与
が

無
給
に
な
っ
た
場
合
で
も
加
入
者
資
格
を
継

続
す
る
取
り
扱
い
は
平
成
二
十
四
年
三
月
十

日
で
終
了
し
ま
す
。 

〔
業
務
部 

資
格
課
〕

標
準
給
与
の
即
時
改
定
の
対
象
月
は
平
成

二
十
四
年
二
月
ま
で
で
す

　

二
十
四
年
三
月
以
降
給
与
に
大
幅
な
変
動

が
あ
っ
た
場
合
は
、
四
か
月
目
か
ら
標
準
給

与
を
改
定
し
ま
す
。 

〔
業
務
部 

資
格
課
〕

―　

震　

災　

対　

応　

―

問
い
合
わ
せ
先
（
私
学
振
興
事
業
本
部
）

融
資
部　

融
資
課

☎
〇
三（
三
二
三
〇
）七
八
六
二
〜
七
八
六
七

Ｅ
メ
ー
ル　

yushi@
shigaku.go.jp

平
成
二
十
三
年
度

　

第
三
次
補
正
予
算
に
お
け
る

　

耐
震
改
築
事
業
に
対
す
る

　

新
た
な
る
長
期
低
利
融
資
の

　

ご
案
内

福
島
原
発
災
害
被
災
者
へ
の

福
島
原
発
災
害
被
災
者
へ
の

災
害
見
舞
金

災
害
見
舞
金

取
扱
期
限
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

取
扱
期
限
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

業
務
部

業
務
部  

短
期
給
付
課

短
期
給
付
課
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共
済
業
務

　

積
立
貯
金
の
解
約　

　

三
月
二
十
一
日
の
送
金
を
希
望
す
る
と
き

は
、
二
月
二
十
四
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
学

校
法
人
等
を
経
て「
積
立
貯
金
解
約
請
求
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
は
預
り
金
と
な
り
、
利
息
は

つ
き
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
解
約
の
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
預
り
金
の
払
い
戻
し
請
求

の
消
滅
時
効
は
十
年
で
す
。

　

積
立
共
済
年
金
の
脱
退　

　

退
職
す
る
月
の
前
月
二
十
五
日
（
必
着
）

ま
で
に
、
学
校
法
人
等
を
経
て
「
積
立
共
済

年
金
脱
退
申
出
書
」
と
「
積
立
共
済
年
金
給

付
金
請
求
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

資
格
喪
失
後
も
脱
退
申
出
書
等
の
提
出
が

な
い
場
合
は
、
後
日
、
本
人
あ
て
に
未
提
出

で
あ
る
旨
を
通
知
し
ま
す
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

▼
給
付
コ
ー
ス
の
選
択

　

年
齢
や
加
入
期
間
な
ど
の
条
件
（
受
給
資

格
）
を
満
た
し
た
人
が
退
職
し
た
と
き
に

は
、
年
金
・
一
時
金
・
終
身
保
険
・
医
療
保

険
の
各
コ
ー
ス
か
ら
選
択
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

た
だ
し
、
年
金
受
給
資
格
を
満
た
し
て
い

な
い
場
合
は
、
脱
退
一
時
金
と
な
り
ま
す
。

【
五
月
か
ら
年
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 　

二
月
二
十
四
日
ま
で
に
脱
退
申
出

書
と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

　

 （
退
職
〈
脱
退
〉
時
一
時
払
い
を
す

る
場
合
は
一
月
二
十
五
日
ま
で
が
申

し
出
の
締
め
切
り
で
す
）

② 　

三
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、

選
択
し
た
コ
ー
ス
の
給
付
を
五
月
か

ら
開
始

【
一
時
金
で
受
け
取
る
と
き
】

① 　

二
月
二
十
四
日
ま
で
に
脱
退
申
出

書
と
給
付
金
請
求
書
を
提
出

② 　

三
月
分
の
掛
金
を
振
り
替
え
後
、

三
月
下
旬
に
積
立
金
残
高
を
脱
退
一

時
金
と
し
て
加
入
者
の
口
座
へ
送
金

　

な
お
、年
金
コ
ー
ス
を
選
択
す
る
場
合
は
、

十
年
を
限
度
と
し
て
年
単
位
で
受
給
権
の
取

得
を
繰
り
延
べ
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

積
立
満
了
・
中
途
脱
退
の
場
合
の
年
金
・

一
時
金
請
求
に
は
、
給
付
金
額
に
か
か
わ
ら

ず
、
印
鑑
証
明
書
の
提
出
が
不
要
と
な
り
ま

し
た
。
ス
タ
ン
プ
印
以
外
の
朱
印
に
て
押
印

く
だ
さ
い
。

※ 

夫
婦
終
身
年
金
を
選
択
し
た
場
合
に
は
、

戸
籍
謄
本
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

共
済
定
期
保
険
の
脱
退　

　

三
月
末
日
ま
で
に
退
職
し
、
四
月
か
ら
九

月
ま
で
（
保
険
料
納
付
済
期
間
）
の
保
障
を

希
望
し
な
い
と
き
は
、三
月
末
日
ま
で
に「
退

職
脱
退
申
出
書
」
を
学
校
法
人
等
を
経
て
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
納
付
済
み
前
期
分
の
保

険
料
は
六
月
中
に
加
入
者
の
口
座
へ
返
金
し

ま
す
。

　

な
お
、
脱
退
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た

と
き
は
、
資
格
喪
失
後
も
九
月
ま
で
の
期
間

に
限
り
保
障
の
対
象
と
し
、
保
険
料
は
返
金

し
ま
せ
ん
。

※ 

任
意
継
続
加
入
者
に
な
る
場
合
は
、
継
続

し
て
加
入
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、二
年
以
上
加
入
さ
れ
て
い
る
人
は
、

引
き
続
き
「
退
職
後
保
障
プ
ラ
ン
」
に
加
入

で
き
ま
す
の
で
、
共
済
定
期
保
険
フ
リ
ー
ダ

イ
ヤ
ル
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〇
一
二
〇
（
七
一
六
）
二
六
七

　
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分
）

●
給
付
請
求
の
時
効

　

積
立
共
済
年
金
・
共
済
定
期
保
険
の
給
付

請
求
の
時
効
は
三
年
で
す
。

　

（
財
）
教
職
員
生
涯
福
祉
財
団
の

　

ア
イ
リ
ス
プ
ラ
ン

　

退
職
す
る
と
き
の
詳
し
い
手
続
き
に
つ
い

て
は
、
専
用
の
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

〇
一
二
〇
（
八
四
四
）
〇
二
二

　
（
平
日
午
前
九
時
〜
午
後
五
時
十
五
分
）

退
職
時
の
手
続
き
①

―
保
健
事
業
―

福
祉
部
保
健
課

福
祉
部
保
健
課

　

災
害
見
舞
金
等
の
請
求
及
び
災
害
貸
付
等

の
申
し
込
み
は
、
引
き
続
き
、
私
学
事
業
団
共

済
事
業
本
部
に
お
い
て
郵
送
に
よ
り
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

東
日
本
大
震
災
に
か
か
る
災
害
見
舞

金
等
の
決
定
状
況

平
成
二
十
三
年
十
一
月
三
十
日
現
在

区　分
災害見舞金等 災害貸付等 合　　　　計

件数 支払額
（千円） 件数 支払額

（千円） 件数 支払額
（千円）

本部受付分
（平成23年
11月30日現在）

2,408 1,438,011 50 128,100 2,458 1,566,111

※現地受付分 663 524,635 7 11,550 670 536,185

合　　　計 3,071 1,962,646 57 139,650 3,128 2,102,296

※ 現地受付分は、平成23年４月25日～５月26日までの間、岩手・宮城・福島・茨城
の４県11会場で実施したものです。

―　

震　

災　

対　

応　

―
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毎
年
七
月
一
日
現
在
で
学
校
法
人
等
に
使

用
さ
れ
て
い
る
加
入
者
に
つ
い
て
、
学
校
法

人
等
が
支
給
し
た
四
月
・
五
月
・
六
月
の
給

与
を
「
標
準
給
与
基
礎
届
書
」（
以
下
「
基

礎
届
書
」
と
い
い
ま
す
）
で
報
告
し
て
い
た

だ
き
、
そ
の
三
か
月
の
給
与
の
平
均
額
に
基

づ
き
、
そ
の
年
の
九
月
か
ら
翌
年
の
八
月
ま

で
の
標
準
給
与
の
等
級
及
び
月
額
を
決
定

（
定
時
決
定
）
し
て
い
ま
す
が
、
例
年
四
月

か
ら
六
月
ま
で
の
期
間
中
に
残
業
手
当
等
が

他
の
期
間
と
比
べ
て
多
く
支
給
さ
れ
る
な
ど

著
し
く
不
均
衡
と
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し

た
。
平
成
二
十
四
年
の
定
時
決
定
か
ら
は
、

よ
り
実
態
に
即
し
た
取
り
扱
い
と
な
る
よ

う
、
定
時
決
定
の
取
り
扱
い
を
一
部
変
更
し

ま
す
。

追
加
さ
れ
た
保
険
者
決
定
の
要
件

　

次
の
三
つ
の
要
件
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
過
去
一
年
間
の
平
均
給
与
月
額
に
よ
っ

て
九
月
か
ら
の
標
準
給
与
の
等
級
及
び
月
額

を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
（
保
険
者
決
定
）。

　

手 

続 

方 

法

　

基
礎
届
書
に
「
保
険
者
決
定
（
年
間
給
与

の
平
均
額
で
算
定
）
の
申
立
書
」（
様
式
第

１
）
と
「
標
準
給
与
基
礎
届
・
保
険
者
決
定

申
立
に
係
る
例
年
の
状
況
、
標
準
給
与
の
月

額
比
較
及
び
加
入
者
の
同
意
等
」（
様
式
第

２
）
を
作
成
の
う
え
、
添
付
し
て
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、「
基
礎
届
書
」
を
学
校
法
人
等
で

独
自
に
作
成
す
る
場
合
の
電
算
用
紙
に
つ
い

て
、
す
で
に
承
認
を
受
け
て
い
る
学
校
法
人

等
に
つ
い
て
は
今
回
の
変
更
に
伴
い
、
あ
ら

た
め
て
承
認
を
得
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん

（
平
成
二
十
四
年
度
に
限
っ
て
は
、
旧
用
紙

で
の
提
出
も
可
能
と
し
ま
す
が
、
今
回
追
加

さ
れ
る
年
平
均
額
に
よ
る
保
険
者
決
定
を
希

望
す
る
者
に
つ
い
て
は
、
新
用
紙
に
て
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
し
い
基
礎
届
書
、

　

◇◇◇
広
報
か
ら
の
お
知
ら
せ
◇◇◇

　

年
金
者
向
広
報
「
共
済
だ
よ
り
」
を
年

金
者
あ
て
に
一
月
中
旬
に
送
付
し
ま
す
。
学

校
法
人
等
あ
て
に
は
事
務
担
当
者
用
と
し

て
一
部
を
レ
タ
ー
一
月
号
に
同
封
し
ま
す
。

要
件
等

① ４～６月の給与額を基に算出した給与月額が、前年７月～当年６月の過
去１年間の月平均給与額によって算出した給与月額と比べて２等級以上
の差があること。

② この２等級以上の差が「業務の性質上例年発生すること」（注）が見込
まれること

③加入者が同意していること。

（注）「業務の性質上例年発生すること」とは、
・毎年４～６月が繁忙期にあたるため、４～６月までの期間中の残業手当等が、他の期間
と比べて多く支給されるなど、例年季節的な給与変動の起こることが想定される場合

・単年度のみ等、業務の一時的な繁忙により給与が増加する場合は対象外となります。
・給与変動が起こる部署を単位として対象とします。

定
時
決
定
の
取
り

定
時
決
定
の
取
り

扱
い
を
一
部
変
更

扱
い
を
一
部
変
更

し
ま
す

し
ま
す

業
務
部 

資
格
課

　

標
準
給
与
の
月
額
は
年
金
や
傷
病
手

当
金
な
ど
、
加
入
者
が
受
け
る
保
険
給

付
の
額
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
ご

留
意
の
う
え
、
お
手
続
き
く
だ
さ
い
。

被
扶
養
者
資
格
の
確
認

業
務
部
資
格
課

　

就
職
、
所
得
の
増
加
、
死
亡
、
別
居
な
ど

に
よ
っ
て
被
扶
養
者
の
要
件
を
欠
い
た
と
き

は
、
速
や
か
に
「
被
扶
養
者
取
消
申
請
書
」

を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

特
に
配
偶
者
の
就
職
に
伴
う
取
り
消
し
が

さ
れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
多
く
見
受
け
ら
れ

ま
す
。
配
偶
者
は
国
民
年
金
の
第
３
号
被
保

険
者
で
も
あ
る
た
め
、
手
続
き
が
漏
れ
た
こ

と
に
よ
り
不
利
益
を
被
る
場
合
も
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
被
扶
養
者
資
格
の
確
認
を
加
入
者

証
等
の
検
認
と
同
時
に
二
十
四
年
度
か
ら
実

施
す
る
予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
り
次
第
、

広
報
誌
や
私
学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◎保険者決定（年平均額）する場合 （単位：万円）
総給与月額

固定的給与 非固定的給与

21級
翌年８月
まで

 前年 7   8   9 10  11 12  1   2  3 4   5   6 7 8 9 
（40+43+41）
＝41.3（23級）

1年間に受けた給与月額の月平均額＝36.6（21級）

43

固
定
31 
万

34 35 34 35 
36 35 34

36 37
40 39 

37 

43 41

様
式
第
１
及
び
２
に
つ
い
て
は
、
今
後
、
私

学
共
済
事
業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予

定
で
す
）。

　

磁
気
媒
体
に
よ
る
報
告
に
つ
い
て
も
、
今

後
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
の
「
磁
気
媒
体
作
成
機

能
」
を
新
方
式
に
対
応
す
る
よ
う
更
新
し
て

い
く
予
定
で
す
。
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開催期間　２月10日（金）～３月９日（金）各地で開催

（東京・横浜は13ページの「連絡会を２回以上開催する開催地」参照）

開催地 会場及び所在地 開催日

東京 文京区湯島1－7－5
東京ガーデンパレス 2階「高千穂」

2/10（金）

2/14（火）

2/17（金）

横浜 横浜市神奈川区高島台7-5
神奈川県私学会館　講堂

2/15（水）

2/16（木）

厚木 厚木市栄町1丁目16番15号
厚木商工会議所　大会議室 2/17（金）

新潟 新潟市中央区幸西3-3-1
新潟会館　1階「カトレア」 2/29（水）

長岡 長岡市長倉町458番地7
長岡市サンライフ長岡　大会議室 3/ 1（木）

富山 富山市新総曲輪4-18
富山県民会館　701号室 2/23（木）

金沢 金沢市鞍月2丁目1番地
（財）石川県地場産業振興センター　本館第6研修室 2/22（水）

福井 福井市手寄1丁目4-1　AOSSA6階
福井市地域交流プラザ　研修室607 2/21（火）

甲府 甲府市丸の内1-5-4
恩賜林記念館　大会議室 3/ 9（金）

長野 長野市中御所岡田131-4
ホテル信濃路　「飯綱」 3/ 7（水）

松本 松本市中央4-7-26
長野県松本勤労者福祉センター　第7会議室 3/ 8（木）

岐阜 岐阜市六条南2丁目11-1
岐阜産業会館　第一会議室 3/ 7（水）

静岡 静岡市葵区追手町9-26
静岡県私学会館　5階大会議室 2/29（水）

浜松 浜松市中区城北1-8-1
浜松市勤労会館「Uホール」　23会議室 2/28（火）

沼津 沼津市三枚橋9-1
沼津市立図書館　第4講座室 3/ 1（木）

名古屋 名古屋市中区錦3-11-13
名古屋ガーデンパレス　3階「栄・泉」 3/ 8（木）

津 津市上浜町1-293-4
三重県私学青少年会館　大研修室 3/ 6（火）

大津 大津市におの浜1-1-20
ピアザ淡海県民交流センター　2階203号室 2/22（水）

京都 京都市上京区烏丸通り下長者町上ル龍前町605
京都ガーデンパレス　2階「葵」 2/23（木）

大阪 大阪市淀川区西宮原1-3-35
大阪ガーデンパレス　2階「桜桐」 3/ 7（水）

神戸 神戸市中央区北長狭通4-3-13
兵庫県私学会館　4階ホール 2/23（木）

奈良 奈良市法蓮町757-2
春日野荘（公立学校共済組合奈良宿泊所） 畝傍の間 2/21（火）

和歌山 和歌山市茶屋ノ町2-1
和歌山県自治会館　203会議室 3/ 8（木）

開催地 会場及び所在地 開催日

倉吉 倉吉市駄経寺町187-1
倉吉交流プラザ　2階第一研修室 3/ 6（火）

松江 松江市朝日町478-18
松江テルサ　研修室1 3/ 7（水）

益田 益田市あけぼの東町2-1
マスダセントラルホテル 3/ 8（木）

岡山 岡山市北区下石井2-6-41
ピュアリティまきび（公立学校共済組合岡山宿泊所） 2/23（木）

広島 広島市東区光町1-15
広島ガーデンパレス　2階「錦」 2/21（火）

福山 福山市三吉町1-1-1
東部総務事務所 第3庁舎8階 第381会議室 2/22（水）

山口 山口市湯田温泉3-1-1
翠山荘（地方職員共済組合湯田保養所） 2/21（火）

周南 周南市築港町8-33
ホテルサンルート徳山 2/22（水）

徳島 徳島市山城町東浜傍示1 アスティとくしま内
徳島県立男女共同参画交流ｾﾝﾀｰ「フレアとくしま」　研修室１ 2/29（水）

高松 高松市番町1-10-35
香川県社会福祉総合センター　7階第2中会議室 3/ 1（木）

松山 松山市北持田町139-2
愛媛県生活文化センター　第1研修室 3/ 8（木）

高知 高知市本町5-3-20
高知共済会館 COMMUNITY SQUARE　3階大ホール「桜」 3/ 6（火）

福岡 福岡市中央区天神4-8-15
福岡ガーデンパレス　1階「ガーデンホール」 2/28（火）

久留米 久留米市東町272-4
久留米学園高等学校 2/29（水）

北九州 北九州市小倉北区大門1-5-1
西日本工業大学小倉キャンパス 大学院・地域連携センター401教室 3/ 1（木）

佐賀 佐賀市高木瀬町東高木227-1
佐賀県教育会館　第一会議室 2/23（木）

長崎 長崎市桜町9-6
長崎県勤労福祉会館　4階第2・3中会議室 2/21（火）

佐世保 佐世保市湊町6-10
佐世保商工会議所　会議室B 2/22（水）

熊本 熊本市手取本町8－9
くまもと県民交流館パレア　9階会議室1 3/ 1（木）

大分 大分市荷揚町４番１号
大分文化会館　第１小ホール 3/ 8（木）

宮崎 宮崎市恒久1-7-21
（社）宮崎県トラック協会総合研修会館　第3・4研修室 3/ 6（火）

鹿児島 鹿児島市与次郎2-4-25
ホテルウェルビューかごしま　2F「潮騒」 2/29（水）

那覇 那覇市松尾1-6-1
共済会館八汐荘 2/29（水）

宮古 宮古島市平良字下里156-1
みつば幼稚園 3/ 1（木）
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平成23年度　第２回　私学共済事務担当者連絡会
　平成23年度第２回私学共済事務担当者連絡会を次のとお
り開催します。
　連絡会は、事務担当者の皆様に最新の情報をお知らせす
ることを目的としていますので、ぜひご出席ください。ま
た日頃の業務に関するご質問等も受け付けております。
●開催内容
１．社会保障・税一体改革
２．被用者年金の一元化について
３．高齢者のための新たな医療制度
４．平成24年度の掛金率
５．各業務からのお知らせ
　（１）資格関係
　　　① 定時決定の取り扱いにかかる一部変更について

（保険者決定）
　　　②私学共済制度の加入者資格
　　　③58歳到達者の住民基本台帳情報の活用
　　　④資格取得・資格喪失報告書等の事前受付
　　　⑤加入者証等の返納
　　　⑥被扶養者資格の確認
　（２）短期給付関係　
　　　高額療養費の自動払いと限度額適用認定証
　（３）保健関係
　　　①特定健康診査・特定保健指導
　　　②学生就職活動支援事業
　　　③ ３月末退職に伴う手続き（共済定期保険、積立共

済年金、アイリスプラン）
　　　④ 任意継続加入者となった場合（共済定期保険、積

立共済年金、アイリスプラン）
　（４）施設関係
　　　私学メンバーズカードのご案内
　（５）広報関係
　　　①「退職者向け手続きリーフレット」の作成と配付
　　　②私学共済事業ホームページを活用してください
　　　③広報刊行物等の発刊予定と配付
　　　④広報誌の原稿募集
●開催時間
　午後１時30分～４時
　ご出席にあたっての事前の申し込みは不要です。
●出席カードの記入
　連絡会当日は、出席カード（会場で配付するテキストに
ついています）を記入していただきますので、必ず学校記
号番号を確認のうえ出席してください。
●連絡会を２回以上開催する開催地

開催地 開催日 対 象 学 種

東京

2/10（金） 大学、短期大学、高専、専修学校
2/14（火） 高等学校、中学校、小学校
2/17（金） 幼稚園、特別支援学校、各種学校

横浜
2/15（水） 幼稚園を除く全学種
2/16（木） 幼稚園

　対象学種の日に出席できない場合は、他の学種の日に出席してく
ださい。

●会場・開催日一覧

開催地 会場及び所在地 開催日

札幌 札幌市中央区北1条西6
札幌ガーデンパレス　2階「孔雀・白鳥（1）」 2/28（火）

函館 函館市若松町7-15
函館商工会議所　函館経済センター　会議室 3/ 1（木）

旭川 旭川市常盤通1丁目
旭川商工会議所　道北経済センター　2階中ホール 2/22（水）

北見 北見市北3条東1丁目
北見商工会議所　北見経済センター　2の3 2/23（木）

帯広 帯広市西3条南9丁目1
帯広商工会議所　帯広経済センター　中会議室A 3/ 7（水）

釧路 釧路市幣舞町4番28号
釧路市生涯学習センター　学習室703 3/ 8（木）

青森 青森市安方1-1-40
青森県観光物産館「アスパム」　6階 ｢岩木｣ 2/22（水）

八戸 八戸市長根1-2-8
三八教育会館　大ホールB 2/23（木）

盛岡 盛岡市盛岡駅西通2-9-1
マリオス　18階188会議室 2/22（水）

一関 一関市大手町3-40
岩手日報一関ビル　2階フロア 2/23（木）

仙台 仙台市宮城野区榴岡4-1-5
仙台ガーデンパレス　2階「鳳凰」 2/21（火）

秋田 秋田市山王5-9-6
ふきみ会館　3階「鳳凰の間」 2/21（火）

山形 山形市松波4-6-11
私学会館 2/23（木）

酒田 酒田市浜田1-3-47
天真学園高等学校 2/22（水）

福島 福島市上町4-25
福島テルサ　研修室「しのぶ」 3/ 6（火）

郡山 郡山市熱海町熱海2丁目148番地の2
郡山ユラックス熱海　第3小会議室 3/ 7（水）

いわき いわき市平字田町120番地
いわき産業創造館　セミナー室 3/ 8（木）

水戸 水戸市笠原町978-26
茨城県市町村会館　201会議室 2/17（金）

宇都宮 宇都宮市昭和1-2-16
栃木県自治会館　301会議室 2/17（金）

前橋 前橋市野中町361-2
群馬県勤労福祉センター 3/ 2（金）

さいたま さいたま市浦和区岸町7-5-14
さいたま共済会館　602（第2ホール） 2/15（水）

川越 川越市新宿町1-1-1
川越地方庁舎　大会議室 2/17（金）

千葉 千葉市中央区中央4-17-8
千葉県自治会館　第1･2会議室 2/14（火）

柏 柏市東上町7-18
柏商工会議所　401会議室 2/17（金）

広報相談センター 相談班



確定申告用の書類を送付します

１　住宅貸付の借受者
　平成23年に住宅貸付を借り受けた人や、23年中に自己
の居住の用に供した人の「住宅取得資金に係る借入金の
年末残高証明書」を、１月中旬に学校法人等あてに送付
します。残高証明書は、確定申告により住宅借入金等特
別控除を受けるために必要となります。
　なお、残高証明書は「工事等完了届（様式第８号）」
の提出がないと発行されませんので、未提出の場合は速
やかに提出してください。
※ 　22年以前から住宅貸付を借り受け、自己の居住の用
に供していた借受者の残高証明書は、年末調整用とし
て、昨年10月20日に学校法人等あてに発送しています。

　 　また、年末調整用の残高証明書を発行した後に、任
意償還等により年末残高や償還回数に異動が生じた人
には、異動後の残高証明書を１月中旬に学校法人等あ
てに送付します。 【貸付課】

２　任意継続加入者
　平成23年分任意継続掛金の納付が10月20日までに確認
されている人には、「平成23年分任意継続掛金納付証明
書」を10月下旬に送付しましたが、それ以降に初めて当
該年分の掛金納付が確認された人には、「納付証明書」
を１月下旬に送付します。 【掛金課】
３　年金受給者
　退職共済年金、退職年金、減額退職年金、通算退職年
金、恩退年金は所得税法上、課税の対象となりますので、
これらの年金を受給している人には、「平成23年分公的
年金等の源泉徴収票」を１月中旬に送付します。
　なお、在職中などで平成23年中に年金の支払いがな
かった人へは送付しません。 【年金第二課】

住宅貸付の申し込みの際には
団体信用生命保険の加入をお勧めします

　団体信用生命保険は、住宅貸付を借り受けている加入
者が償還中に死亡又は高度障害になった場合、生命保険
会社が本人に代わって貸付金残高を支払う制度（任意加
入）です。安心してマイホームに住み続けるために、住
宅貸付を申し込む際にはぜひご加入ください。 【貸付課】

「資格取得報告書」提出時に、基礎年金
番号通知書の写しを添付してください

　私学事業団では、将来の基礎年金給付のため、加入者
の資格取得情報を日本年金機構へ提供しています。「資
格取得報告書」を本事業団へ提出する際には、記載した
基礎年金番号を十分確認していただくとともに「基礎年
金番号通知書の写し」（基礎年金番号が確認できる書類
の写しでも可）を添付してください。
　初めて公的年金制度に加入する人（20歳未満の人や外
国籍の人等）は基礎年金番号が付番されていないため添
付は不要です。 【資格課】

退職者向け手続きリーフレットを送付します

　退職の際の私学共済に関する様々な手続きをまとめた
リーフレットを作成しました。本誌２月号に同封して送
付しますので、退職を予定している加入者への説明等に
ご活用ください。 【広報班】

共済業務

〒113 - 8441　文京区湯島1-7-5

☎03（3813）5321（代表）
ご照会の際には、学校記号番号、加入者番号を
お手元にご用意ください。
http://www.shigakukyosai.jp/

共済業務

４日（水）
掛金  11月分納期限
貸付  送金

６日（金） 貸付  12月分定期償還期限

10日（火） 貯金  払込期限（必着）

13日（金） 貸付  ２月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

20日（金） 貯金  送金

23日（月） 貸付  送金

25日（水）
貯金  払戻・解約請求締め切り
積立共済年金  脱退申出等締め切り
共済定期保険  口座・住所変更申出締め切り

30日（月）
掛金  12月分掛金口座振替（自振校のみ）
貸付  １月定期償還口座振替（自振校のみ）

31日（火）
貸付  ２月22日送金申し込み締め切り
掛金  12月分納期限

２日（木） 貸付  送金

６日（月） 貸付  １月分定期償還期限

10日（金） 貯金  払込期限（必着）

15日（水） 貸付  ３月２日送金申し込み・任意償還申出締め切り

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール１１

月の共済業務スケジュール月の共済業務スケジュール２２
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私学事業団ホームページ　http://www.shigaku.go.jp/
（「月報私学」はホームページにも掲載しています）



〒102 - 8145　千代田区富士見1-10-12

☎03（3230）1321（代表）
http://www.shigaku.go.jp/s_home.htm

助成業務

「月報私学」特集記事「魅力あふれる学校づくりを目指して」の記事募集
　「月報私学」では、標記の特集記事を募集しています。学校で取り組んでいる様々な改革事例を
投稿してくださる方、又は執筆者をご紹介してくださる方をお待ちしております。
　大学のみならず専修学校や幼稚園の改革事例も募集しておりますので、詳しくは私学事業団ホー
ムページの「刊行物」コーナー（http://www.shigaku.go.jp/g_kanko.htm）をご覧ください。
　ご応募お待ちしております。

「受配者指定寄付金制度」を
是非ご活用ください

　私学事業団では、私立学校の教育研究発展のために、
企業などの法人から寄付金を受け入れ、これを寄付者が
指定する学校法人に配付する「受配者指定寄付金」業務
を行っています。
　本制度を利用して私立学校に対して寄付を行った場
合、寄付者は寄付金支出全額を損金算入することが可能
となります。
　制度利用にかかる「手数料」「審査費用」も一切かか
りません。学校法人において募金活動する際には、是非
とも「受配者指定寄付金制度」をお役立てください。

　制度の詳細は、事業団ホームページをご覧ください。
また、「月報私学」７月号でも制度の紹介を掲載してお
ります。ご参照ください。

　制度の概要及び事務手続き等
をまとめた冊子「寄付金事務の
手引」平成23年11月版（無料）
を発刊しました。制度の解説の
ほか、制度にかかる関係法令、
申請様式等も掲載しております。
　ご入用の際は、助成部　寄付
金課までご連絡ください。

 助成部　寄付金課
 ☎03（3230）7317・7318
 Ｅメール　kifukin@shigaku.go.jp

会計処理のご質問・ご相談等を承っています

　私学経営情報センターでは、会計処理をはじめとして、
人事・学務等、私学経営全般にわたるご質問、ご相談を
電話やFAX、Eメール等で随時承っています。ぜひご利
用ください。

「私学情報資料室」のご案内

　私学事業団九段事務所１階の「私学情報資料室」では
大学、短期大学法人等の規程集、自己点検・評価報告書、
学校案内など私立学校の図書資料を収集整理し、私学関
係者の閲覧利用に供しています。
　規程集については、調べたい規程を名称により検索す
ることも可能です。制度等の見直しや規程改正をお考え
の際には、ぜひご利用ください。

 私学経営情報センター　私学情報室
 ☎03（3230）7846・7847（会計処理）
 ☎03（3230）7848・7849（資料室）
 Ｅメール　center@shigaku.go.jp

〒102-8145　
千代田区富士見１-10-12
日本私立学校振興・共済事業団　企画室
☎03（3230）7810・7811
Eメール　kikaku@shigaku.go.jp

アーカイブアーカイブ
５月号（VOL.161） P.６　学校法人　東海大学
　「学園のスケールメリットを生かした教育体制で魅力創り」
10月号 （VOL.166） P.３　学校法人　日本医科大学
　「日本医科大学の特色ある臨床医学教育入門」
12月号（VOL.168） P.６　香蘭女学校中等科・高等科
　「一人ひとりを大切にする教育で魅力づくり」
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月報私学　1月号（VOL．169）平成24年1月1日発行
編集・発行　日本私立学校振興・共済事業団　〒102-8145　東京都千代田区富士見1-10-12　☎03（3230）7810・7811（企画室）

（禁無断転載） 

宿泊施設のご案内宿泊施設のご案内

融資事業のご案内融資事業のご案内

月今 の 表 紙

インターネットで宿泊予約ができます。
http://www.shigakukyosai.jp/

　創立80周年を迎えた学校法人薫英学園は、大阪府摂津市に位置し、大阪人間科学大学（大学院・人間科学部）、大阪薫英女子
短期大学、大阪薫英女学院高等学校、大阪薫英女学院中学校、かおり幼稚園を擁する総合学園です。建学の精神「敬・信・愛」
のもと、個性や感性を尊重し、知識や技能にかたよることなく、調和のとれた豊かな人間性を育てることを目指しています。

学校法人　薫英学園

問い合わせ先
（私学振興事業本部）

融資部　融資課　☎03（3230）7862～7867
Ｅメール yushi＠shigaku.go.jpご相談はお早目にどうぞ

平成23年度融資のご相談、お待ちしています！

校舎、園舎等の施設の建築
（改修も含みます）

校地、園地の購入

機器備品の購入

私学事業団融資は、長期借入・固定金利・
元金据置（最大２年間）・元金均等償還です。

施設整備をご計画なら「安心で、安定感の
ある」本事業団資金のご利用を検討されて
はいかがでしょうか。
　23年度融資のご希望については、現在受
付中です。

「 杜 の 都 」 仙 台 へ よ う こ そ

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-1-5　☎022（299）6211
（JR「仙台駅東口より徒歩３分」）
http://www.hotelgp-sendai.com

私学メンバーズカードプラン

１泊２食プラン

１泊食事なし　１名様　5,000円
１泊朝食付き　１名様　5,500円

１泊２食　１名様（シングル）　8,500円
　　　　　２名様（ツイン）　 17,000円

　仙台は古くから「杜の都」と呼ばれてきました。今では、屋敷森こそ少なくなってしまいましたが、市内
中心部の青葉通りや定禅寺通りに育ったケヤキ並木が、街のシンボルとして親しまれています。

私学メンバーズカードご利用のお客様限定のお得な宿泊プランです。

● 13：00チェックイン、11：00チェックアウトで、22時間ご滞在い
ただけます。

●夕食は、和食・洋食いずれかをお選びいただけます。
●休前日は除く

●休前日は除く

■融資金利表（平成24年１月１日現在）

融資費目
返済期間

20年以内
（うち据置２年）

10年以内
（据置年数含む）

６年以内
（据置年数含む）

【一般施設費】
　　 校(園)舎、体育館、講堂、遊

戯室等の建築事業等並びに校
(園)地の買収事業等

年％ 年％ 年％

1.7 1.0 0.8
【特別施設費】
　　 寄宿舎、国際交流会館、セミ

ナーハウス等の建築事業並び
に当該施設建築のための土地
買収事業等

1.8 1.1 ―

【教育環境整備費】
　　校教具、通園バス等の購入
　　 ※幼稚園、特別支援学校、専

修学校が対象
― ―

5年6か月以内
（うち据置6か月）

0.6
【教育環境整備費】
　　 大型設備・情報技術整備等 ― 1.0 ―
※融資金利は毎月の金利情勢により変更することがあります。
※上記費目以外にも災害復旧事業、公害対策事業等が対象となります。


